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ジオパークとは？ジオストーリーとは？

筑波山地域ジオパークのパンフレット（筑波山地域ジオパーク推進協議会）より
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本講演の内容とまとめ

• 本講演では、霞ヶ浦湖岸域の古代から行われてきた砂鉄を用いた製鉄に述べる。

• 霞ヶ浦湖岸では砂鉄の堆積層が見られる。砂鉄は鉱物学的には磁鉄鉱(Fe3O4)であり、主にマグマ
起源と考えられる。

• 砂鉄の堆積層は、自然の比重選鉱で濃集したものである。冬季の湖上を吹き抜ける強風が波浪をつ
くり出し、湖岸に打ち寄せる波浪が重鉱物（比重2.8以上）を選鉱した。

• 外房から常磐にかけての海浜は、“日本三大砂鉄濃集”の一つである。

• 石岡の鹿の子C遺跡から工房跡が見出された。工房では製鉄の一部は砂鉄を用いられていたことが
知られている（阿久津、1990）。

• 国衙工房の鉄製品は、陸奥とのかかわりの中で、重要な役目を果たしていたと考えられている（小
沢、1994）。

• 霞ヶ浦は、自然の“パンニング皿”であり、砂鉄を濃集することができた。砂鉄が古代の政治・文化
に影響を与えたであろう。ジオストーリー的考察



国土地理院発行の
地理院地図を利用して作成
出島村史（1971より作成）



冬季の霞ヶ浦－砂鉄の堆積層形成
かすみがうら市歩崎



波浪作用限界深度

• 波はうねりから漸移帯をへて、砕け波になる。うねりは水分子
が円運動を描いているが、浅い場所に来ると、楕円となる。そ
の時水底では前後運動となり、堆積物は撹拌される。

• 充分に深い場所では、この撹拌を受けない。その深さを波浪作
用限界深度という。

• 平均水深が4mの霞ヶ浦では、強風の際には、湖底の堆積物は
撹拌を受ける。これは一種のパンニングである。したがって、
水際は砂鉄層をつくりやすい環境といえる。



磁鉄鉱はどこから？①

• 磁鉄鉱は火成岩、堆積岩、変成岩に含まれる鉱物である。関東
周辺では、磁鉄鉱はマグマ起源であろう。霞ヶ浦に流入する河
川を考えると、以下の3種が候補に挙げられる。

①関東ローム層 （箱根、古富士、赤城山などの火山灰）

②筑波山塊の花崗岩（筑波山はチタン鉄鉱系花崗岩；石原1977）

③日光連山の火山岩 （古鬼怒川で霞ヶ浦は連結）

主に③から霞ヶ浦に流れ込み、さらには太平洋に流出したのでは
ないか。


